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 論文審査の結果の要旨
 遷移金属や塩基を用いた分子内環化反1,碁による複素環化合物の合成反応が盛んに研究が行われている。
 高い反応温.度や塩基性条件を必要とするものが多いなか,本論文において著者はビスーπ一アリルパラジウ
 ム錯体を鍵中間体として用いることにより,中性条件下,温和な条件のもと複素環骨格の構築反応開発
 に成功し,対応する環化生成物を与えることを見出した,)
 第■一章では,ビスーπ一アリルパラジウム錯体を用いたアルキニルアルデヒドのタンデム型アルコキシア
 リル化反応を確立した。このことにより著者は,ビスーπ一アリルパラジウム錯体を鍵中間体として,様々
 なアルキニルアルデヒドのアルデヒド部分への求核的アリル化を経由するアセチレンヘのアルコキシア
 リル化反応が連続して進行し,中性条件一]・'でそれぞれ中程度から高い収率で対応する5-exo-d忽環化生成物
 と6-eηdo-d㎏現化生成物を混合物として与えることを見出した。またこのとき5-eκo-dlg環化体と6-e∫1do-d忽
 環化体の生成比はアセチレンヒの電子的環境の違いにより異なることも明らかにした。
 第一1章では,ビスーπ一アリルパラジウム錯体を用いたイミノアルキンのタンデム型アミノアリル化反応
 を確立した。筆者は第…章を踏まえて,ビスーπ一アリルパラジウム錯体とCu(OAc).。のバイメタリック触媒
 系を用いることにより種々のイミノアルキンについて反応が進行することを見出した、,この反応により6-
 eηdo-d∫g環化生成物である3置換L2一ジヒドロイソキノリン骨格が選択的に生成することを明らかにした。
 第三章では,ビスーπ一アリルパラジウム錯体を用いた活性オレフィンヘのダブルアリル化反応をタンデ
 ム型求核的カルボアリル化反応への応用を試みている。反応は低収率ながら対応する5-exひd㎏環化生成物
 を与え,合わせて活性オレフィン部位でダブルアリル化が進行した化合物も得られてくることを明らか
 にした[,
 以上,本研究は有機金属化学の分野に画期的な貢献をするもので,著者が自■1ン1して研究活動を行うに
 必要な高度の研究能力と.学識を有することを示している,よって大高学提出の論文は博し/理学/の学
 位論文として合格と認める。
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